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－特１－

(1) この工事の受注者は，国立大学法人京都大学契約事務取扱要領(平成１６年４月１日財務担当1.総　　　則
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特１

１

京都市左京区吉田橘町（京都大学医学部構内）

医学部動物実験施設

Ｒ４－２

（1,534㎡）

（9,134 ㎡）機器表（改修前・改修後）

平面図（改修前）

２

３

　理事裁定制定)別記第１の工事請負契約基準，現場説明書，特記仕様書，図面，

 
施　工　条　件

・騒音・振動の発生する作業は，低騒音・低振動・低粉塵工法を採用すること。

・試験日は作業を中止する等，学校行事を配慮して工事計画を立てること。

・本工事は，教職員・学生が継続使用しながら行なう居ながら改修であり，教育研究環境への影響

　に充分配慮すること。また，工事着手前には，建物関係者へ工程計画・仮設計画等，工事着手後

　においては，毎週の工程計画や騒音・振動等他階への影響作業の有無等について，監督職員を通

　じて事前に通知すること。

　また，当該作業の実施日時は，必ず事前に監督職員や関係者と協議・調整のうえ決定するもので

　あり，土曜・日曜・祝日作業を基本とする。

　工事を施工する。

京都大学（南部）医学部動物実験施設空調機（ACU-10,11）更新工事

令和９年　３月　１２日（金曜日）

　公共建築工事標準仕様書(機械設備工事編)令和７年版，公共建築改修工事標準仕様書

　(機械設備工事編)令和７年版，公共建築設備工事標準図(機械設備工事編)令和７年版，

　文部科学省機械設備工事標準仕様書（特記基準）令和４年版,文部科学省機械設備工事標準図

　（特記基準）平成３１年版, 公共建築工事標準仕様書（電気設備工事編）令和７年版, 

　公共建築改修工事標準仕様書（電気設備工事編）令和７年版，公共建築設備工事標準図

　(電気設備工事編)令和７年版，文部科学省電気設備工事標準仕様書（特記基準）令和４年版，

　文部科学省電気設備工事標準図（特記基準）令和４年版及び工事記録写真撮影要領に基づき



　　案内図・配置図
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図面名称 縮尺

工事名 図面番号

現場説明付記事項
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京都大学医学部構内

１　工事施工上の注意事項

　　１）　車両通行経路は、図示の通りとし監督職員と協議の上、誘導員等を配置し、交通整理を行うこと。

　　　　　工事車両は周辺道路上での違法駐車は行わないようにし、また路上に縦列待機させることも行わな

　　　　　いこと。

　　２）　工事用地は図示の範囲とし、危険防止のため関係者以外の出入ができないようにすること。また、

　　　　　工事関係車両（通勤車両を含む）は工事用地内に駐車することを原則とし、構内の駐車エリア、道

　　　　　路及び空地への駐車は行わないこと。

　　３）　学校行事・近隣地区行事を考慮して工事計画を立てること。

二十五条の五に基づく受動喫煙対策を講ずること。

　　５）　教職員、学生等の通行が頻繁なため、構内車両通行には徐行の徹底等、十分注意するよう指導を行

　　　　　うこと。

　　６）　埋蔵文化財を発見した時は、ただちに工事を中止し、監督職員の指示を受けること。

　　７）　工事場所内に火災予防のため適切な数量の消火器を設置するとともに、工事関係者に対し、火気等

　　８）　支障となる地中埋設物を発見した時は、監督職員と協議の上撤去し、適正処分すること。

　　９）　工事用地は、除草等常に良好な環境を保持すると共に工事完成時には現状に復帰して返還すること。

　　10）　同一構内の他工事の業者と連絡調整を密に行い、安全かつ円滑な工事の実施に努めること。

　　11）　作業時間は、午前８時から午後６時を原則とすること。

　　12）　構内における喫煙については、監督職員と協議のうえ、健康増進法（平成十四年法律第百三号）第

２　工事中の構内安全対策について

　　　工事中の構内安全対策については、下記事項を十分留意した上、具体的な安全対策等を立案し、監督職

　　　員と協議の上、承諾を受けるものとする。

　　１）　監督職員と協議の上、構内要所に工事予告板、警戒標識板、交通規制標識板、工事表示板、案内板

　　　　　等を設置し、常に良好な状態に保つこと。

　　２）　掘削時等で危険な状態となる箇所には、安全柵、工事中表示板（点滅灯付）を、夜間は保安灯及び

　　　　　赤色回転灯を設置し、安全な状態を確保すること。

　　３）　構内通行の安全及び騒音防止のため工事用車両は徐行すること。

　　４）　大型車両の構内通行に際し、地中埋設物、マンホール等は必要に応じ養生を行うこと。

　　５）　大型車両による作業の場合は必要に応じて交通整理員を追加増員し、誘導・交通整理等により構内

　　　　　の安全確保に努めること。

　　　　　の取り扱いに十分注意するよう指導を行うこと。

　　４）　撤去工事その他で大きな音、振動等が生じる場合は、原則として土曜・日曜・祝日作業を基本とし、

　　　　　あらかじめ監督職員に日時を連絡し、承諾を得て工事を進めること。また、施工中の防音対策を十

　　　　　分に検討し行うこと。

　　６）　大型車両の使用は原則として土曜・日曜・祝日とし、あらかじめ監督職員に日時を連絡し、承諾を

　　　　　得ること。

　　７）　仮囲いの設置に伴い、構内通路の視認性が確保できない場合は、常夜灯及びコーナー部に透明パネ

　　　　　ルを設置するなど安全確保に努めること。

　　８）　パネルゲートには電子音つき回転灯を設置するなど事故防止に努めること。

京都大学（南部）医学部動物実験施設空調機（ACU-10,11）更新工事



図面名称 縮尺

工事名 図面番号

02
　　機器表（改修前・改修後）

設置場所(φ-V)
電圧名　称記　号

機器リスト(撤去)

機　器　仕　様 備考動力 台数(kW) 設置場所 名　称記　号 機　器　仕　様 電圧
(φ-V)

動力 台数(kW) 備考

機器リスト(改修)

２８７．０　Ｌ/ｍｉｎ　　７℃－１２℃　　冷水損失水頭　２６．５ｋＰａ冷水

全熱交換器用給水ユニット　屋内型　噴霧水量　２１６L/h

スプリング防振架台共・ファンインバーター制御盤組込

外板、ガルバニウム鋼板製

空気－空気方式，水噴霧式，樹脂製熱交換エレメント

全熱交換器

フィルター粗じん

温水

（重量法８０％）＋（ＮＢＳ６５％）＋ＨＥＰＡ（ＤＯＰ９９．９７％）

交換効率　（夏季）　５３．０％　　　（冬季）　５６．３％

　５３．０　Ｌ/ｍｉｎ　５５℃－５０℃　　温水損失水頭　１．０ｋＰａ

３－２００

３－２００

３－２００

（オールフレッシュタイプ）　冷水コイル＋温水コイル

３Ｆ　人疾患モデル飼育室

ＥＡ

夏季外気温湿度

冬季外気温湿度

室内温湿度

風量 ＳＡ

蒸気加湿

冷却能力

空気調和機ＡＣＵ－１０ 水平型

（スチームブレンダー）

機外制圧　　５３０　Ｐａ

機外制圧　　３８０　Ｐａ

/ｈ９，２２０　ｍ

　　－２．９℃ＤＢ　　　８１．６％

　　３５．８℃ＤＢ　　　４９．８％

　　２４．０℃ ５０％（年間）

/ｈ

有効加湿量　　３５．３　ｋｇ/ｈ

９，２２０　ｍ

３

３

１００．０　ｋＷ 加熱能力 １８．２　ｋＷ

３Ｆ　滅菌準備室

７．５

７．５

３３．４

４階設備室（1）１

ＡＣＵ－１１ 空気調和機

（スチームブレンダー）

　６３．０　Ｌ/ｍｉｎ　５５℃－５０℃　　温水損失水頭　２．０ｋＰａ

２３７．０　Ｌ/ｍｉｎ　　７℃－１２℃　　冷水損失水頭　１１．８ｋＰａ

機外制圧　　５１０　Ｐａ

機外制圧　　５６０　Ｐａ

２１．７　ｋＷ

　　２４．０℃（２６．０）

　　－２．９℃ＤＢ　　　８１．６％

　　３５．８℃ＤＢ　　　４９．８％

８，７９０　ｍ

８，７９０　ｍ

冬季外気温湿度

冷水

温水

夏季外気温湿度

室内温湿度

風量

ＥＡ

ＳＡ

/ｈ３

/ｈ３

５０％（年間）

有効加湿量　　３８．９　ｋｇ/ｈ

（オールフレッシュタイプ）　冷水コイル＋温水コイル

８２．４　ｋＷ

蒸気加湿

冷却能力

水平型

加熱能力

３－２００

３－２００

７．５

５．５

３－２００

１

３３．４

３－２００ 　０．２

３－２００ 　０．２

特記事項 1.プレフィルターについては予備フィルター(100%)を見込むこと。

吸着脱臭フィルター

新晃工業㈱

全熱交換器用給水ユニット　屋内型　噴霧水量　２１６L/h

スプリング防振架台共・ファンインバーター制御盤組込

外板、ガルバニウム鋼板製

空気－空気方式，水噴霧式，樹脂製熱交換エレメント

全熱交換器

フィルター粗じん （重量法８０％）＋（ＮＢＳ６５％）＋ＨＥＰＡ（ＤＯＰ９９．９７％）

交換効率　（夏季）　５３．４％　　　（冬季）　５６．６％

吸着脱臭フィルター

新晃工業㈱

３９８．２　Ｌ/ｍｉｎ　　７℃－１２℃　　冷水損失水頭　２６．５ｋＰａ冷水

スプリング防振架台共・ファンインバーター制御盤組込

外板、ガルバニウム鋼板製

空気－空気方式，樹脂製熱交換エレメント

静止型顕熱交換器

フィルター粗じん

温水

（重量法８０％）＋中性能フィルター（ＪＩＳ９５％）

交換効率　（夏季）　５６．８％　　　（冬季）　６３．９％

　４９．３　Ｌ/ｍｉｎ　５５℃－５０℃　　温水損失水頭　１．０ｋＰａ

３－２００

３－２００

（オールフレッシュタイプ）　冷水コイル＋温水コイル

ＥＡ

夏季外気温湿度

冬季外気温湿度

室内温湿度

風量 ＳＡ

蒸気加湿

冷却能力

水平型

機外制圧　　５３０　Ｐａ

機外制圧　　３８０　Ｐａ

/ｈ９，２２０　ｍ

　　－２．９℃ＤＢ　　　８１．６％

　　３５．８℃ＤＢ　　　４９．８％

　　２４．０℃ ５０％（年間）

/ｈ

有効加湿量　　７６．３　ｋｇ/ｈ

９，２２０　ｍ

３

３

１３８．９　ｋＷ 加熱能力 １７．２　ｋＷ

７．５

７．５

１

　４９．６　Ｌ/ｍｉｎ　５５℃－５０℃　　温水損失水頭　１．０ｋＰａ

３５８．６　Ｌ/ｍｉｎ　　７℃－１２℃　　冷水損失水頭　１１．８ｋＰａ

機外制圧　　５１０　Ｐａ

機外制圧　　５６０　Ｐａ

１７．３　ｋＷ

　　２４．０℃（２６．０）

　　－２．９℃ＤＢ　　　８１．６％

　　３５．８℃ＤＢ　　　４９．８％

８，７９０　ｍ

８，７９０　ｍ

冬季外気温湿度

冷水

温水

夏季外気温湿度

室内温湿度

風量

ＥＡ

ＳＡ

/ｈ３

/ｈ３

５０％（年間）

有効加湿量　　７２．８　ｋｇ/ｈ

（オールフレッシュタイプ）　冷水コイル＋温水コイル

１２５．１　ｋＷ

蒸気加湿

冷却能力

水平型

加熱能力

３－２００

３－２００ ５．５

１

ＨＥＰＡ（ＤＯＰ９９．９７％）＋吸着脱臭フィルター

スプリング防振架台共・ファンインバーター制御盤組込

外板、ガルバニウム鋼板製

空気－空気方式，樹脂製熱交換エレメント

静止型顕熱交換器

フィルター粗じん

交換効率　（夏季）　５６．８％　　　（冬季）　６４．３％

（重量法８０％）＋中性能フィルター（ＪＩＳ９５％）

ＨＥＰＡ（ＤＯＰ９９．９７％）＋吸着脱臭フィルター

３Ｆ　人疾患モデル飼育室

空気調和機ＡＣＵ－１０

３Ｆ　滅菌準備室

ＡＣＵ－１１ 空気調和機４階設備室（1）

４階設備室（1）

４階設備室（1）

７．５

（既存）

仮設ファンユニット

処理風量

４階設備室（2）1

１５２６０　ｍ３／ｈ

SF-１ ３－２００ 5.6ラインファン

（既存）

仮設コイルユニットＣＵ-１

全熱量

温水コイル

処理風量

ユニット静圧

（冷却コイルを転用）

　　６３５　Ｐａ

ＡＣＵ－１０、１１更新時に利用４階設備室（2）１１５２６０　ｍ３／ｈ

１６５．４０　ｋＷ

EF-１

設置場所名　称記　号 機　器　仕　様 電圧
(φ-V)

動力 台数(kW) 備考

機器リスト(仮設)

加湿器 滴下浸透気化式

有効加湿量　８３．８　ｋｇ／ｈ

１－２００ 0.007 1

静圧 　　９００　Ｐａ

（既存）

仮設ファンユニット

処理風量

４階設備室（1）1

１５２６０　ｍ３／ｈ

３－２００ 5.6ラインファン

静圧 　　９００　Ｐａ

ＡＣＵ－１０、１１更新時に利用

ＡＣＵ－１０、１１更新時に利用

（既存）

仮設ファンユニット

処理風量

４階設備室（2）1

１５２６０　ｍ３／ｈ

SF-2 ３－２００ 5.6ラインファン

静圧 　　９００　Ｐａ

ＡＣＵ－１０、１１更新時に利用

京都大学（南部）医学部動物実験施設空調機（ACU-10,11）更新工事



図面名称 縮尺
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A3　1：200
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工事名 図面番号

　　平面図（改修前）
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C:２方弁装置65ｘ50
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空調機ﾄﾗｯﾌﾟ50x3

C:２方弁装置80ｘ65

H:２方弁装置32ｘ25

GV20ｘ2

空調機ﾄﾗｯﾌﾟ50x3

圧力計ｘ4

温度計ｘ4

圧力計ｘ4

温度計ｘ4

ACU

10
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11

　　2.機器の搬出入に必要な足場の組立等は本工事とする。

　　3.機器の搬出入に支障となるダクト・配管は取り外し・再取付を行うこと。

HHR

水抜き

20×2

80,80

HR H

80

Ｍ

京都大学（南部）医学部動物実験施設空調機（ACU-10,11）更新工事

注）1.　　は改修範囲を示す。




